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５・６月、村内の各保育所では運動会が開催されました。
多くの保護者や地域の方々が見守るなか、元気いっぱいの
子ども達は、かけっこやダンスなどを披露しました。

おもな

内容

５月30日　日
ひ な た

向保育所

６月６日　野田村保育所

第８回定例会（令和７年６月）など

 村政を問う（一般質問） ………………… ｐ５～ｐ９

 がんばる野田っ子 ………………………… ｐ11～ｐ12
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令和７年度予算
本 格 化

補
正
予
算

一
般
会
計
予
算

　 
８
０
７
２
万

　
　
１
０
０
０
円
増

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の

総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
８
０
７
２
万
１
０
０
０

円
を
追
加
し
、
総
額
を
45

億
８
７
４
２
万
１
０
０
０

円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
お
も
な
も
の
は
、

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

新
型
受
信
機
更
新
事
業
及

び
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
委
託
等
に
要
す
る
経

費
の
ほ
か
、
人
事
異
動
に

伴
う
一
般
職
給
与
費
の
人

件
費
な
ど
で
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●

　

第
８
回
野
田
村
議
会
定
例
会
が
６
月
10
日
か
ら
13
日
ま
で
の
４
日
間
を

会
期
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
議
案

10
件
、
報
告
３
件
、
承
認
４
件
、
請
願
１
件
、
議
員
発
議
案
３
件
を
審
議

し
ま
し
た
。　

　

12
日
に
は
４
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

６　月
定例会

◆◇◆おもな事業◆◇◆

◆高齢者補聴器購入
　助成事業補助金
46 万 4,000 円

◆インフルエンザ
　予防接種委託経費
1,113 万 5,000円

◆墓地管理経費
41 万 3,000 円

◆園芸作物等
　生産拡大支援事業費補助金

150 万円

◆野田村商工会補助金
100万円

 議会傍聴できます！

次の定例会は ９月です！

村議会定例会は、３・６・９・12月に開かれます。
傍聴したいときは、受付簿に、氏名・年齢などを記入するだけです。
村の将来やあり方についての議論を直接聞くことができます。
みなさまの傍聴をお待ちしています。

▲６月定例会、傍聴席のようす
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●●●　請願　●●●

一般会計予算に対する 附帯決議を可決
　野田村議会は、６月 13 日定例会最終日、議案第１号「令和７年度野田
村一般会計補正予算（第１号）」のうち、墓地管理経費（城内公葬地に設
置された合葬墓）に対し、議員全員（議長を除く）から発議案が出され、
本会議において附帯決議※を可決しました。小野寺光男議員が読み上げた
内容は次のとおりです。

請願１件を審議しました。

　【発議案第１号】
　　議案第１号「令和７年度野田村一般会計補正予算（第１号）」に対する附帯決議について

　「令和７年度野田村一般会計補正予算（第１号）」中、墓地管理経費に係る予算の執
行に当たっては、住民が不安に思わないよう、慎重かつ最善で責任ある対応として、
次のとおり取り組むよう強く求める。

　１　現状を把握すること
　２　調査を徹底すること
　３　課題を浮き彫りにして、安全な施設とすること
　４　予算執行については、調査結果が明確になった後、行うこと
　　　ただし、緊急時や最低限必要な費用などに限り執行することができる。

令和７年６月 13 日　　野田村議会

※附帯決議…対象の案件について議会が執行上の意見や要望を表明するもの。法的根拠はなく事実行為としての議会の意思表明。

受理番号 請願第５号
件 名 　訪問介護報酬の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げの再改定を早急に行うことを求める請願

請 願 者 　〇 岩手県社会保障推進協議会　会　　長　佐藤 嘉夫
　〇 いわての介護を良くする会　共同代表　福田 裕子・渋谷 靖子・太田 宣承・鈴木 幸子

紹介議員 丹野 和子

付 託 先 総務教民常任委員会

審査結果 採 択　➡　国へ意見書提出
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４～６月のうごき

●野田小学校２年生が６月 16 日、 
　「町

ま ち た ん け ん

探検」で役場庁舎見学をしま 
　した。議場見学では、「ここ（議場） 
　は、なにをするところですか」な 
　ど質問をしながら、議場内や傍聴 
　席からのようすを見学しました。

●「道の駅のだ開業セレモニー」は６月 20 日、同所で開かれました。 
　新しい道の駅は、三陸沿岸道路野田インターチェンジ付近にオープ 
　ン。晴天に恵まれたこの日、山根神楽や日向保育所園児のダンスで 
　大勢の来場者を盛り上げました。

小学生が議場を見学
いろいろな席から見学しました

道の駅のだ「ぱあぷる」移転オープン

関係者によるテープカットあいさつする米田忠一議長

山根神楽の舞 日向保育所園児のダンス

にぎわいを見せる産直コーナーのだ塩ソフト売り場前の長い列
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村政を問う
議員４人が登壇

質問議員（質問順） 質　問　事　項
掲　載
ページ

小
お

野
の

寺
でら

　　  豊
ゆたか

 
１　村で設置した施設の業務について

２　完成した合葬墓について
７

山
やま

　田
だ

　陽
よう

　子
こ

１　高齢者福祉について

２　在宅要介護者支援について

３　熱中症対策について

４　交流物産等複合施設について

５　ほたてんぼうだいについて

６　十府ヶ浦公園の活用・整備について

７　野田村育英会奨学金制度について

８　青少年育成事業について

【村長施政方針演述について】

９

中
なか

　川
がわ

　 　 昇
のぼる

 

１　物価高騰対策について

２　加齢性難聴者への支援について

３　ネーミングライツ（命名権）の導入について

４　子どもの遊び場（屋内）の整備について

８

丹
たん

　野
の

　和
かず

　子
こ

１　交流物産等複合施設について

２　資格確認書の発行について

３　ラジオ体操終了について

４　野田村合葬墓について

【村長施政方針演述について】

６

● 一般質問は、村の行財政全般に関し、原則定例会で村の将来への  
 方針や目標、地域や住民生活がよりいっそう豊かになるための課 
 題などを質問できます。

● 質問時間は、１人 60 分までで、１つに３回まで質問できます。
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問

交
流
物
産
等
複
合
施

設
（
新
ぱ
あ
ぷ
る
）

の
開
業
支
援
事
業
費
は
、
本

年
度
当
初
予
算
で
５
８
０
万

円
余
だ
が
、
お
も
な
内
容
は
。

村
長

指
定
管
理
者
の
株
式

会
社
の
だ
む
ら
に
補

助
金
と
し
て
支
出
す
る
も
の

で
、
事
業
内
容
は
、
開
業
初

年
度
の
交
通
渋
滞
対
策
及
び

安
全
対
策
、
開
業
に
係
る
準

備
、
誘
客
促
進
に
つ
な
が
る

イ
ベ
ン
ト
開
催
経
費
等
で
あ

る
。

再
質
問

通
常
の
指
定
管
理
以

外
の
経
費
は
、
ど
う

支
出
決
定
さ
れ
る
か
。

村
長

指
定
管
理
者
の
株
式

会
社
の
だ
む
ら
か
ら

の
計
画
提
案
等
を
も
と
に
、

村
と
協
議
し
て
決
定
さ
れ
て

い
る
。

問

新
ぱ
あ
ぷ
る
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、
施
設

内
エ
リ
ア
で
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
機
能
を
活
用
す
る
具
体
的

な
計
画
は
あ
る
か
。

村
長

新
施
設
の
活
用
方
法

は
、
誰
で
も
自
由
に

利
用
で
き
る
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ

ン
、
軒の
き
し
た下
利
用
イ
ベ
ン
ト
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
出
店
な
ど
を
計
画
し
て

い
る
。
今
後
も
多
く
の
皆
様

に
く
り
返
し
訪
れ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
工
夫
を
こ
ら
し
た

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
周
知
に

取
り
組
み
た
い
。

問

開
業
に
よ
り
、
ど
う

Ｐ
Ｒ
活
動
す
る
か
。

ま
た
、
村
営
バ
ス
を
ど
う
運

行
す
る
か
。

村
長

６
月
20
日
の
開
業
に

向
け
、
村
広
報
紙
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

ほ
か
、
指
定
管
理
者
で
は
チ

ラ
シ
の
村
内
配
布
、
新
聞
折

り
込
み
な
ど
に
よ
り
周
知
し

た
。
ま
た
、
開
業
に
あ
わ
せ

て
村
営
バ
ス
の
時
刻
表
を
改

正
し
、「
道
の
駅
の
だ
」
の

バ
ス
停
を
追
加
す
る
。

問

こ
れ
ま
で
の
「
産
直

ぱ
あ
ぷ
る
」
と
「
観

光
物
産
館
ぱ
あ
ぷ
る
」
の
空

き
店
舗
の
活
用
状
況
は
。
ま

た
、
立
地
の
良
い
場
所
の
た

め
、
で
き
る
だ
け
早
く
出
店

者
ま
た
は
利
用
者
を
決
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

村
長

こ
れ
ま
で
の
施
設
は
、

効
果
的
に
活
用
さ
れ

る
よ
う
、
公
募
に
よ
り
施
設

利
用
者
の
選
定
を
検
討
し
て

い
る
。
施
設
の
機
能
移
転
が

完
了
し
、
公
募
手
続
き
が
で

き
る
状
況
に
な
り
し
だ
い
、

速
や
か
に
取
り
組
み
た
い
。

ラ
ジ
オ
体
操
の
終
了

問

防
災
無
線
に
よ
る
ラ

ジ
オ
体
操
は
、
終
了

す
る
前
に
村
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

や
広
報
の
だ
以
外
で
も
、
村

民
へ
の
周
知
が
必
要
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
終

了
後
１
か
月
以
上
経
つ
が
、

何
ら
か
の
機
会
に
村
民
の
意

見
を
聞
い
て
は
ど
う
か
。

村
長

ラ
ジ
オ
体
操
放
送
は
、

村
民
の
健
康
増
進
を

目
的
に
、
こ
れ
ま
で
実
施
し

て
き
た
が
、
早
朝
に
放
送
し

て
お
り
廃
止
を
求
め
る
声
も

寄
せ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
放

送
を
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
今
後
開
催
す
る
住
民
懇

談
会
を
通
じ
、
村
民
に
説
明

し
た
い
。村

営
の
合
葬
墓

問

村
で
は
合
葬
墓
を
設

置
し
、
４
月
か
ら
納

骨
を
受
け
付
け
て
い
る
。
合

葬
墓
の
場
所
は
、
前
が
道
路

で
坂
道
と
な
っ
て
い
る
。
お

墓
の
前
に
立
っ
て
手
を
合
わ

せ
る
く
ら
い
の
平
坦
な
ス

ペ
ー
ス
が
必
要
で
は
な
い
か
。

村
長

合
葬
墓
は
、
城
内
公

葬
地
内
に
平
地
の
設

置
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が

困
難
だ
っ
た
た
め
、
現
在
の

設
置
箇
所
と
な
っ
た
。
合
葬

墓
周
辺
は
、
今
後
、
砂
利
敷

等
の
環
境
整
備
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

〇
資
格
確
認
書
の
発
行
に 

　

つ
い
て

〇
施
政
方
針
演
述
の
農
業 

　

振
興
に
つ
い
て

以前の道の駅

喫煙所

ユ
ニ
ー
ク
な
マ
ー
ク

 　早期に出店者の決定を

村長　公募により早急に取り組む
丹 野　 和 子 議員



議会だより　のだ　№ 172 －⑦

問

こ
の
施
設
は
、
村
民

の
関
心
が
高
い
。
施

設
の
企
画
立
案
か
ら
工
事
着

工
、
完
成
検
査
し
業
者
か
ら

引
き
渡
し
さ
れ
る
ま
で
を
時

系
列
で
説
明
を
求
め
る
。

村
長

合
葬
墓
設
置
は
、
令

和
５
年
６
月
定
例
議

会
の
一
般
質
問
で
、
今
後
の

墓
地
管
理
の
多
様
化
へ
の
対

応
が
必
要
な
た
め
、
同
年
12

月
、
公
営
合
葬
墓
を
設
置
し

て
い
る
宮
古
市
を
視
察
し
た
。

庁
内
協
議
を
ふ
ま
え
、
設
置

場
所
は
城
内
公
葬
地
内
の
東

屋
付
近
と
し
た
。
こ
の
場
所

は
傾
斜
地
だ
が
、
城
内
公
葬

地
内
の
平
地
部
分
は
個
人
向

け
に
小
さ
く
区
画
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
合
葬
墓
近
く
へ
の

設
置
に
抵
抗
が
あ
る
方
へ
配

慮
し
、
個
人
の
墓
地
の
区
画

か
ら
離
れ
た
位
置
と
し
た
。

　

本
村
に
公
営
の
墓
の
設
営

事
例
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
く
、

建
築
基
準
法
も
適
用
外
の
た

め
、
令
和
６
年
５
月
に
村
内

の
墓
石
を
扱
う
業
者
に
宮
古

市
の
計
画
図
を
提
示
し
、
デ

ザ
イ
ン
を
含
む
設
計
か
ら
設

置
ま
で
一
括
で
委
託
す
る
随

意
契
約
と
し
た
。
仕
様
書
の

内
容
は
、
合
葬
墓
本
体
の
大

き
さ
、
素
材
等
。
令
和
７
年

１
月
末
に
現
地
で
設
置
位
置

の
確
認
後
、
作
業
が
開
始
さ

れ
、
随
時
担
当
者
が
現
場
を

訪
問
し
施
工
状
況
を
目
視
確

認
し
、
記
録
写
真
を
撮
っ
て

い
た
が
、
委
託
業
者
か
ら
作

業
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う

に
と
の
申
し
出
が
あ
り
、
詳

細
な
作
業
状
況
は
撮
影
で
き

な
か
っ
た
。
工
事
日
報
は
設

計
を
含
め
た
業
務
委
託
で

あ
っ
た
た
め
提
出
を
求
め
な

か
っ
た
。

　

３
月
中
旬
に
基
礎
コ
ン
ク

リ
ー
ト
と
本
体
の
一
部
が
完

成
し
て
い
る
こ
と
を
担
当
者

が
現
場
で
確
認
し
、
そ
の
際
、

傾
斜
地
に
お
け
る
基
礎
に
つ

い
て
、
石
の
重
さ
か
ら
基
礎

の
大
き
さ
を
算
出
し
て
施
工

し
て
い
る
旨
の
口
頭
説
明
や
、

石
と
基
礎
と
の
結
合
部
に
鉄

筋
を
使
用
し
、
内
部
は
Ｌ
字

金
具
で
補
強
と
の
説
明
を
受

け
、
目
視
確
認
し
た
。

　

完
成
検
査
は
、
３
月
24
日

に
担
当
課
長
及
び
担
当
者
２

名
で
、
仕
様
書
を
も
と
に
確

認
し
た
。
基
礎
躯
体
は
目
視

で
確
認
し
、
垂
直
部
分
の
傾

斜
は
許
容
範
囲
と
判
断
し
た
。

加
え
て
、
耐
震
等
構
造
上
問

題
が
な
い
旨
の
説
明
が
あ
り
、

そ
の
根
拠
資
料
は
有
料
と
の

こ
と
で
提
出
を
求
め
な
か
っ

た
。

　

以
上
の
経
緯
と
な
っ
て
い

る
。
５
月
の
村
政
調
査
会
で

視
察
し
た
際
、
議
員
か
ら
基

礎
部
分
の
傾
斜
等
の
ご
指
摘

を
受
け
た
。
こ
れ
ら
を
ふ
ま

え
、
今
後
、
庁
内
で
検
証
し
、

目
視
や
業
者
か
ら
の
口
頭
説

明
の
み
で
完
成
検
査
を
終
了

し
な
い
よ
う
、
慎
重
に
進
め

て
い
く
。
な
お
、
委
託
業
者

か
ら
は
安
全
性
に
問
題
な
い

と
説
明
を
受
け
て
い
る
が
、

村
民
や
利
用
者
が
不
安
を
感

じ
な
い
よ
う
、
合
葬
墓
周
辺

を
含
め
、
必
要
に
応
じ
て
補

強
す
る
。
今
回
の
件
は
、
村

の
業
務
と
し
て
不
適
切
で
あ

り
、
お
わ
び
申
し
上
げ
る
。

  

村
施
設
の

      

環
境
整
備
を
均
等
に

問

村
の
各
施
設
の
管
理

運
営
は
複
数
の
民
間

企
業
に
業
務
委
託
し
て
い
る
。

ラ
イ
ジ
ン
グ
・
サ
ン
・
ス
タ

ジ
ア
ム
野
球
場
は
い
つ
で
も

整
備
が
行
き
届
い
て
い
る
。

え
ぼ
し
荘
も
、
施
設
外
構
の

美
化
を
強
化
し
て
は
ど
う
か
。

村
長

え
ぼ
し
荘
周
辺
は
、

従
来
か
ら
の
宿
泊
や

観
光
目
的
で
の
利
用
、
み
ち

の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
、
震
災

学
習
、
の
だ
塩
工
房
見
学
な

ど
、
多
く
の
利
活
用
が
さ
れ

て
い
る
。
え
ぼ
し
荘
敷
地
内

及
び
周
辺
の
維
持
管
理
や
環

境
整
備
は
、
指
定
管
理
者
と

村
が
連
携
し
て
実
施
し
て
い

る
。

　

今
後
も
、
利
用
状
況
や

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
お

も
て
な
し
や
利
便
性
の
観
点

な
ど
も
含
め
、
適
切
な
管
理

と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め

て
い
く
。
ま
た
、
施
設
外
構

の
美
化
の
推
進
に
関
し
て
も
、

指
定
管
理
者
と
情
報
共
有
し

対
応
し
て
い
き
た
い
。

　配置と基礎部分に違和感

村長　村民が不安を感じないよう努める

村で設置の合葬墓

小 野 寺　 豊 議員

城内公葬地に設置された合葬墓



中 川 　 昇 議員
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 　物価高騰対策を

村長　交付金を活用し支援する

村民に必要な

問

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や

食
料
品
等
す
べ
て
が

値
上
が
り
し
、
年
金
生
活
者

や
自
営
業
者
な
ど
大
変
苦
し

い
思
い
に
直
面
し
て
い
る
。

物
価
高
騰
や
生
活
状
況
に
よ

り
早
急
に
村
民
へ
必
要
な
支

援
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
国
の
「
重
点
支
援
地
方

交
付
金
」
を
活
用
し
対
策
に

取
り
組
む
必
要
は
な
い
か
。

村
長

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料

品
価
格
等
の
物
価
高

騰
の
影
響
を
受
け
た
生
活
者

や
事
業
者
に
対
し
、
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
て
支
援
で
き

る
よ
う
、
交
付
金
を
追
加
交

付
す
る
こ
と
が
閣
議
決
定
さ

れ
た
。

　

村
と
し
て
は
、
物
価
高
騰

が
村
民
の
生
活
や
事
業
活
動

に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い

る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、

本
年
度
も
交
付
金
を
有
効
活

用
し
支
援
す
る
。

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
支
援
を

問

加
齢
性
難
聴
は
60
歳

以
降
に
聞
こ
え
に
く

さ
を
自
覚
す
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
有
効
な
治
療
法
が
確

立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
補
聴
器

の
使
用
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

高
齢
者
の
社
会
活
動
や
私
生

活
が
制
限
さ
れ
な
い
よ
う
、

補
聴
器
購
入
へ
支
援
す
べ
き

で
な
い
か
。

村
長

高
齢
者
の
社
会
活
動

等
の
参
加
促
進
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
向
上
の

た
め
、
必
要
と
認
識
し
て
い

る
。
今
定
例
会
の
一
般
会
計

補
正
予
算
に
、
助
成
経
費
を

計
上
し
た
。
７
月
中
の
実
施

を
め
ざ
し
て
進
め
る
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
命
名
権
）
の

導
入
を

問

開
場
か
ら
25
年
を
迎

え
た
「
総
合
運
動
公

園
」。
い
っ
そ
う
の
施
設
活

用
と
利
便
性
向
上
に
つ
な
げ
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る
た
め
、

施
設
に
企
業
名
や
商
品
名
等

を
付
け
て
い
た
だ
き
、
対
価

を
受
け
る
「
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
」
事
業
を
実
施
す
る
考

え
は
な
い
か
。

教
育
長

こ
こ
数
年
、
公
共
施

設
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
を
取
り
入
れ
る
自
治
体

を
見
か
け
る
。
こ
の
手
法
は
、

施
設
の
愛
称
を
付
与
す
る
権

利
を
与
え
る
対
価
と
し
て
、

自
治
体
に
一
定
の
収
入
が
入

る
。
今
後
、
具
体
化
に
向
け

て
検
討
し
た
い
。

子
ど
も
の
遊
び
場
（
屋
内
）
の

整
備
を

問

子
育
て
支
援
の
充
実

の
た
め
、
子
ど
も
た

ち
が
の
び
の
び
遊
び
、
過
ご

せ
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
で

あ
る
。

　

今
後
想
定
さ
れ
る
閉
校
校

舎
や
遊
休
施
設
等
の
活
用
を

図
り
、
天
候
に
左
右
さ
れ
な

い
屋
内
の
遊
び
場
の
整
備
が

求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
多
世

代
が
交
流
し
て
遊
べ
る
場
と

す
る
こ
と
で
世
代
間
交
流
の

活
性
化
も
図
ら
れ
る
が
、
ど

う
考
え
る
か
。

村
長

本
年
３
月
に
策
定
し

た
「
第
３
期
野
田
村

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
」
の
た
め
実
施
し
た
調

査
結
果
で
は
、「
雨
の
日
に

遊
べ
る
場
所
が
な
い
」
と
の

回
答
も
多
く
、
一
定
の
ニ
ー

ズ
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

近
隣
施
設
の
利
用
状
況
等
も

参
考
に
、
既
存
施
設
の
活
用

を
考
え
た
い
。

長い間 感謝です

ありがとう野田小校舎！



問

村
内
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
等
へ
の
施

設
入
居
待
機
者
数
と
今
後
の
見

通
し
及
び
村
の
高
齢
化
率
は
。

村
長

令
和
６
年
度
末
現
在

の
待
機
者
数
は
、
こ

と
ぶ
き
荘
は
59
人
、
結
の
里
は

28
人
。
高
齢
化
率
は
４
０
・
３

％
。
ま
た
、
久
慈
広
域
連
合
第

９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
推

計
に
よ
る
と
、
広
域
管
内
の
高

齢
者
人
口
は
令
和
４
年
度
に
、

要
介
護
認
定
数
は
令
和
６
年
度

に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
今
後
は
緩

や
か
に
減
少
し
て
い
く
も
の
の
、

後
期
高
齢
者
は
増
加
し
続
け
る

と
推
計
し
て
い
る
。

再
質
問

待
機
者
へ
の
対
応
策

は
。

村
長

介
護
予
防
事
業
を
進

め
な
が
ら
、
在
宅
で

の
健
康
生
活
を
推
進
す
る
。

紙
お
む
つ
給
付
額
の

見
直
し
を

問

村
社
会
福
祉
協
議
会

を
通
じ
て
、
在
宅
要

介
護
者
支
援
の
「
紙
お
む
つ
購

入
助
成
事
業
」
を
実
施
し
て
い

る
が
、
物
価
高
騰
等
の
き
び
し

い
状
況
等
を
ふ
ま
え
、
助
成
金

を
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

村
長

本
村
は
介
護
度
３
以

上
が
対
象
で
、
現
在

70
名
程
度
が
利
用
し
て
い
る
。

財
政
負
担
を
考
慮
し
つ
つ
、
現

行
の
給
付
を
継
続
す
る
。

　

エ
ア
コ
ン
設
置
・

買
い
替
え
補
助
を

問

熱
中
症
対
策
と
し
て

エ
ア
コ
ン
設
置
及
び

買
い
替
え
の
補
助
金
を
検
討
す

る
考
え
は
。

村
長

令
和
６
年
度
か
ら
エ

ア
コ
ン
設
備
の
あ
る

役
場
や
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
公

共
施
設
４
か
所
を
「
ク
ー
リ
ン

グ
シ
ェ
ル
タ
ー
避
難
施
設
」
と

指
定
し
、
住
民
に
対
す
る
熱
中

症
対
策
を
講
じ
て
き
た
。
周
知

は
今
後
も
続
け
て
い
く
。

　

エ
ア
コ
ン
設
置
等
は
重
要
で

あ
り
、
物
価
高
騰
対
策
の
財
源

を
活
用
で
き
る
か
検
討
す
る
。

「
他
と
の
差
別
化
」
と
は

問

交
流
物
産
等
複
合
施

設（
新 

道
の
駅
）の「
他

と
の
差
別
化
」
を
図
っ
た
魅
力

あ
る
施
設
を
め
ざ
す
た
め
の
具

体
的
な
特
徴
や
Ｐ
Ｒ
は
。

村
長

誰
で
も
自
由
に
利
用

で
き
る
シ
ェ
ア
キ
ッ

チ
ン
、
商
品
等
の
販
売
希
望
者

が
チ
ャ
レ
ン
ジ
出
店
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
、
夕
方
以
降
の
来

訪
者
獲
得
の
た
め
、
自
動
販
売

機
等
の
導
入
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
サ
イ
ト
の
運
用
な
ど
を
見

込
ん
で
い
る
。
村
広
報
紙
や
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
で
積
極
的
に
周
知
し
た
い
。

「
ほ
た
て
ん
ぼ
う
だ
い
」
の

有
効
活
用
を

問

展
望
休
憩
施
設
「
ほ
た

て
ん
ぼ
う
だ
い
」
を
有

効
活
用
す
る
必
要
は
な
い
か
。

村
長

通
常
は
展
望
台
や
休

憩
施
設
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
が
、
日
曜
の
早
朝

は
豆
腐
の
販
売
、
ほ
か
に
は
保

育
施
設
や
小
学
校
行
事
な
ど
の

昼
食
ス
ペ
ー
ス
な
ど
に
活
用
さ

れ
て
い
る
。
本
年
度
は
、十
府
ヶ

浦
海
岸
へ
の
プ
ー
ル
設
置
期
間

に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
を
誘
致
し
、

フ
ー
ド
ブ
ー
ス
の
設
置
を
予
定

し
て
い
る
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
等

と
連
携
し
な
が
ら
有
効
活
用
し

て
い
く
。

夏
場
の
利
用
へ
日
陰
対
策
を

問

近
年
の
夏
は
猛
暑
日

が
多
く
、
遊
具
の
あ

る
場
所
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

場
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
な
ど
に
、
夏
場
だ
け
で

も
直
射
日
光
を
避
け
る
涼
し
い

日
陰
が
ほ
し
い
と
の
声
が
あ
る
。

ど
う
対
応
す
る
か
。

村
長

各
ス
ペ
ー
ス
に
恒
久

対
策
の
整
備
を
す
る

に
は
経
費
が
か
さ
む
た
め
、
利

用
者
ご
と
の
対
応
を
お
願
い
し

な
が
ら
、
利
用
環
境
の
向
上
に

努
め
た
い
。

奨
学
金
を
見
直
し
て
は

問

物
価
、
学
費
等
の
高

騰
に
よ
り
、
現
行
の

奨
学
金
を
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長

利
用
者
か
ら
貸
付
金

増
額
を
求
め
る
声
は

聞
い
て
い
な
い
。
状
況
を
見
極

め
、
必
要
に
応
じ
検
討
し
た
い
。

中
学
生
の
海
外
派
遣
研
修
を

問

村
の
将
来
を
担に
な

う
青

少
年
の
人
材
育
成
の

た
め
、
中
学
生
を
研
修
の
た
め

海
外
派
遣
す
る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
長

本
村
の
子
ど
も
た
ち

の
国
際
的
な
視
野
を

広
げ
、
国
内
及
び
世
界
で
活
躍

で
き
る
人
材
を
育
て
る
た
め
の

方
法
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

再
質
問

海
外
派
遣
研
修
の
実

現
に
向
け
て
、
村
長

の
所
見
は
。

村
長

今
後
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
で
き
る

か
検
討
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

〇
施
政
方
針
演
述
の
高
齢
者 

　

福
祉
に
つ
い
て

 　待機者数は

村長　年度末は、ことぶき荘59人、結の里28人

特別養護老人ホーム等

議会だより　のだ　№ 172 －⑨

十府ヶ浦に臨む「ほたてんぼうだい」

山 田　 陽 子 議員



おもな議会の動き
●４月●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

４日　野田中学校入学式
８日　野田小学校入学式
８日　県立久慈翔北高等学校開校式・入学式
15 ～ 16 日　北部地区町村議会議長会通常総会（八戸市）
　　　　　　　（米田忠一議長が、北部地区町村議会議長会の副会長に選任）
21 日　村政調査会・視察（野田小学校建設現場）

●５月●
16 日　野田村育英会役員会・総会
17 日　野田中学校体育祭
21 日　村政調査会・視察（交流物産等複合施設、合葬墓）
22 日　国道 455 号・盛岡普代間道路整備促進期成同盟会通常総会（盛岡市）
22 日　八戸・久慈自動車道整備利活用促進期成同盟会総会（八戸市）
22 日　町村議会議員研修会（盛岡市）
24 日　野田小学校運動会
26 日　岩手県漁港漁村協会定時総会（盛岡市）
26 日　野田村商工会通常総会
27 ～ 28 日　町村議会議長・副議長研修会（東京都）
31 日　二十山親方を囲んでの懇親会（久慈市）

●６月●
１日　野田村消防団特別点検
４日　岩手県町村議会議長会臨時総会（盛岡市）
　　　　（米田忠一議長が、岩手県町村議会議長会の理事に選任）
６日　議会運営委員会・議員全員協議会
６日　野田村保育所運動会
10 ～ 13 日　第８回野田村議会定例会
11 日　下安家漁業協同組合通常総会
17 日　野田村観光協会役員会・通常総会
20 日　道の駅のだ開業セレモニー
22 ～ 23 日　野田はまなす会総会・ふるさと交流会（東京都）
29 日　北岩手・北三陸横断道路整備促進期成同盟会総会・決起大会（葛巻町）
30 日　北奥羽開発促進協議会令和７年度定例総会

　　　　　　　　　　　　　　　　など

第８回定例会　６月10～13日
議案番号 議　　　案　　　名 議決結果
報告第１号 令和６年度野田村一般会計予算繰越明許費の報告について －
報告第２号 令和６年度野田村下水道事業会計予算繰越しの報告について －
報告第３号 公用車の運行管理瑕疵に係る損害賠償事件に関する専決処分の報告について －
承認第１号 令和６年度野田村一般会計補正予算（第 11号）の専決処分に関し承認を求めることについて

承認
（賛成全員）

承認第２号 令和６年度野田村下水道事業会計補正予算（第４号）の専決処分に関し承認を求めることについて
承認第３号 野田村税条例の一部を改正する条例の専決処分に関し承認を求めることについて
承認第４号 野田村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分に関し承認を求めることについて
議案第１号 令和７年度野田村一般会計補正予算（第１号）

可決
（賛成全員）

議案第２号 令和７年度野田村国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
議案第３号 令和７年度野田村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
議案第４号 令和７年度野田村国民宿舎事業特別会計補正予算（第１号）
議案第５号 令和７年度野田村下水道事業会計補正予算（第１号）

議案第６号 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用
及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例

議案第７号 職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例
議案第８号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
議案第９号 子ども、妊産婦、重度心身障害者、ひとり親家庭及び寡婦等医療費給付条例の一部を改正する条例

議案第 10 号 玉川漁港漁村再生交付金事業（南防波堤及び北防波堤）工事の請負契約の締結に関し議決を求める
ことについて

発議案第１号 議案第１号「令和７年度野田村一般会計補正予算（第１号）」に対する附帯決議について
可決

（賛成全員）
発議案第２号 野田村議会委員会条例の一部を改正する条例

発議案第３号 訪問介護報酬の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げの再改定を早急に行うことを求める意見書の提
出について

※議長は採決に加わらない

議会だより　のだ　№ 172 －⑩議会だより　のだ　№ 172 －⑩

4/21　野田小学校建設現場 視察

5/21　交流物産等複合施設 視察

【議員の辞職】
　小野寺清貴議員が令和７年７月３日、米田忠一議長に辞職願を提出し、許可されました。

議 案 一 覧



議会だより　のだ　№ 172 －⑪

第 166 号からスタートした「がんばる野
田っ子」のコーナーは最終回になります。

スポ少を中心に子ども達の取材をさせて
いただきました。ご協力いただいた多くの
みなさん、本当にありがとうございました。

『ルーキーズ』

『野田ソフトテニスクラブ』

『スポ少野田のんちゃんＳ‘』

『剣友会』

『直心館』

『野田小学校合奏団』

『野田フェニックス』

これからも

ベンチの寄付
ありがとうございました

総合運動公園にベンチが設置されました。

がんばれ野田っ子



がんばる野田っ子

『野田小学校合奏団』

発
行
責
任
者

発
行
責
任
者

　

議　

長 　

米　

田　

忠　

一

広
報
編
集
委
員
会

広
報
編
集
委
員
会

　

委
員
長 　

前　

川　

安　

男

　

副
委
員
長 　

�

山　

田　

陽　

子

　

委　

員 　

中　

川　

大　

和

　

委　

員 　

中　

川　
　

昇

　

委　

員 　

米　

田　

徳
一
郎

あ
と
が
き

問題
①　５
②　７
③　10

「がんばる野田っ子」で
紹介した団体の数は。

【前号の答え】 ①城内
【当選者】 長島淳さん、北田一子さん、小野寺颯さん
※広報編集委員会で抽選し決定しました。たくさんのご応募
　ありがとうございました。

  正解者の中から抽選で３名の方に「野田村共通商品券」をプレゼント！

議会だより のだ 発行日　令和７年７月31日No.172

　広報編集委員会は６月 24 日、野田小学校で、同校合奏団のみなさんにお話
を伺いました。現在、団員は４年生から６年生までの 23 名。練習日は火・水・
金曜日の週３回。演奏会やコンクールが近いときは土曜日も練習しています。
　大変困っていることは、「楽器の修理の時に、近くに楽器店がないため、北
上市のお店まで持って行っていること」とのことでした。
　子ども達は、「みんなと一緒に、協力しながら楽しく演奏したい」「楽譜が読
めるようになりたい」「練習するホールがほしい」「東日本大会に出たい」「新
しい楽器（トランペット、ピッコロ）がほしい」など、希望や目標を聞かせて
くれました。
　練習中、取材にご協力いただき、ありがとうございました。

●発行責任者　　野田村議会議長
●編集　野田村議会広報編集委員会
　　　　〒028-8201　岩手県九戸郡野田村大字野田20-14
　　　　TEL.0194-78-2934   FAX.0194-78-3995

ホームページ　http://www.vill.noda.iwate.jp/
Ｅメール　gikai_jimukyoku@vill.noda.iwate.jp

●印刷　有限会社マルニ印刷

◀こちらからも応募できます！
村ホームページ「議会だより のだ」につながります。
スマートフォン等のカメラ機能で読み取ってください。

来年、合奏団50周年！来年、合奏団50周年！

　 　★

子ども達からの声★

  村へ～

★新しい楽器がほしい。
★来年50周年になりますので、
　記念演奏会を盛大にお願いします。

【応募方法】 村ホームページ「議会だより のだ」応
募フォームやはがきに答え、住所、氏名（ふりがな）、
年齢、連絡先を記入してご応募ください。応募は１人
１通までとし、匿名での応募は受け付けません。議会
だよりに対するご意見もお待ちしております。
【応募先】 〒028‐8201 九戸郡野田村大字野田20－
14、野田村議会事務局「議会だよりクイズ」係まで。
【締め切り】 ９月24日消印有効。
【当選発表】 次回号で当選者を発表します。
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